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生
涯
学
習
推
進
の
た
め
、
様
々
な

知
識
や
経
験
が
あ
り
、
講
師
や
指
導

者
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

 

▼
制
度
の
利
用
方
法 

①
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
ご

来
庁
く
だ
さ
る
か
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

②
各
分
野
の
講
師
を
登
録
者
名
簿

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
検
索
で
き

ま
す
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

③
ご
自
身
で
指
導
者
に
連
絡
し
、
謝

礼
・
交
通
費
・
材
料
費
な
ど
の
実

費
、
開
催
場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
登
録
の
募
集 

①
自
ら
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

講
師
や
指
導
者
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
熱
意
あ
る
成
人
の
方 

②
営
利･

政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
た
登
録
・
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。 

③
免
許
や
資
格
が
な
く
て
も
、
登
録

で
き
ま
す
。 

④
登
録
の
変
更
や
取
り
消
し
は
、
随

時
行
な
い
ま
す
。 

⑤
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

ご
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
上

で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥
登
録
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

生
涯
学
習 

　
人
材
登
録
制
度
を 

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い 

新
た
に
２
件
の
文
化
財
を 

　
　
　
町
・
県
文
化
財
に
指
定 

▲木造武装神形立像 ▲木造女神形立像 

生涯学習のマスコット 
「マナビィ」 

▲写真は宝積院梵鐘 
　　　　　　　　　　　　ぼん 

　
こ
の
度
、
町
内
西
部
地

区
に
存
在
す
る
指
定
文
化

財
の
説
明
板
を
12
か
所
整

備
い
た
し
ま
し
た
。 

　
設
置
か
ら
数
十
年
が
経

過
し
て
お
り
、
板
面
等
が

傷
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
新

し
く
な
り
、
内
容
も
刷
新

さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課 

　
☎
内
線
３
２
９ 

指定文化財 
看板を整備 

　
生
涯
学
習
館
は
、
昨
年

11
月
か
ら
、
駐
車
場
の
舗

装
及
び
建
物
の
改
修
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
整
備
が
終
わ

り
ま
し
た
。 

　
工
事
中
は
、
館
利
用
者

や
周
辺
の
方
々
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
工
事

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課 

　
☎
内
線
３
２
３ 

生涯学習館の 
整備について 

▲整備が終わった生涯学習館 

　
新
た
に
２
件
の
文
化
財
が
町
及
び

県
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
　
　 

　
新
た
に
指
定
さ
れ
た
町
の
指
定
文

化
財
は
、
西
小
磯
に
所
在
す
る
「
滄

浪
閣
」
で
す
。 

　
滄
浪
閣
は
、
大
正
時
代
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
雰
囲
気
を
良
く
残
し
、
大
磯

の
別
荘
建
築
の
遺
構
と
し
て
貴
重
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
磯
町
指

定
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
所
有
者
に
よ
る
復
元

に
向
け
た
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。 

　
ま
た
、
六
所
神
社
に
所
在
す
る

「
木
造
神
像
２
体
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
に
大
磯
町
指
定
有
形
文
化

財
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

県
教
育
委
員
会
で
新
た
に
神
奈
川
県

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
２
体
の
内
訳
は
、
木
造
武
装
神

形
立
像
１
体
と
木
造
女
神
形
立
像
１

体
で
す
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
後
期

の
優
品
で
あ
り
、
神
社
に
伝
来
し
た

異
色
あ
る
彫
刻
と
し
て
、
極
め
て
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
指
定
の
結
果
、
町
内
の
指
定

文
化
財
は
、
国
指
定
５
件
、
県
指
定

12
件
、
町
指
定
28
件
の
合
計
45
件
と

な
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
９ 


